種３


統合失調症などの精神障害については、「NT細胞の不完全（発達不足）からくる、精度の悪いコニミュケーションが原因。」で、とりあえず、、とりあえずは説明できたとしておこう。。。とりあえずね、、、
そうしたときこれは、NT細胞を消滅させることが、…、
精神障害が発生して、問題なのは、それによって著しく生産力が減少する事だと思う。その低下した生産力を回復させる為に、

NT細胞を消滅させる。と言うのは、これはしてはならない事だと思う。NT細胞を持つ者を取り込む社会を形成する事が、生産力の増加されるための選択だ。
さて、論点は、「同性愛」や「性同一性障害」

とりあえず、「種」と言う方向で、もう少し進んでみようか

・卵子と卵子。や、精子と精子。では、DNAレベルでの子孫は残せない。

・人間は、膣内に放出された多数の精子の一つが卵子と結合し、細胞分裂が始まる。始まった時はすでに、雄か雌か決まっているらしい。その比率が単なる確率の問題ならば、年代や地域、必要とされる食料の量や運動量、等で、ある程度、偏りが無ければおかしいが、どうもこれが不自然なくらい、だいたい半々だ。

・良く知らないが、下等生物には、自らの所属する集団の男女比が、子孫を残すのに著しく不適切になると、生体であるにもかかわらず、性転換が起こり、オスがメスに、またはその逆、等になり、子孫を残す。と言う現象がみられるらしい。
男が、女の心を持ったからといって、じゃあ男と男で子孫が残せるか？と聞かれると、僕には「それは考えにくい。」としか答えられないが、

もしか未来に、本気で滅亡の危機が訪れた時、、、急激に人間は、その人体構造を変えるかもしれない。男と男、女と女。であっても、子孫を残すかもしれない。。

どこかの鉱物だったか、それ以前の、連続圧だったか、、はるかな昔、、

その頃から伝えられてきた、、、「予測できない危険が訪れた時に、全滅しないための手段。」の一つだと思う。

しかし、さて、、同性愛や性同一性障害、、

予防線は本当にそれしかないのか??可能性を、予測できない。なんて、、人間のセリフじゃないだろ。どこかの低脳なまじない師のセリフさ。

とは言え、、やっかいだな、、

　何らかの原因で、男女の比率が大きく変動するのだろうか？？

　急激に人口を増やす必要が出て、男が女に変わるのだろうか？？
　その逆で、比較的耐久力の強い構造を持つ、男を増やして、、、なのだろうか？？

　＜お手並み拝見＞
　男女の比率を変動させることで回避できる可能性が増える「滅亡の危機」とは、

　一体どういうものだろう?

　また、それを回避するために、「男女の比率を変える」以外に、どんな手段があるだろう？
